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研究成果の概要（和文）：小児がんと成人がんで検出される遺伝子異常に相違が少なくないことから、本研究で
は小児固形腫瘍に特化したパネルを新たに試作し、小児悪性固形腫瘍に適したパネル検査の開発研究をおこなっ
た。
NCC Oncopanel ver 4.0をベースに小児特有の遺伝子異常を追加搭載し、 Oncopanel Ped v1を作成した。性能検
証により本パネルがCTNNB1欠失やNTRK3融合遺伝子など小児特有の遺伝子異常を検出できることを確認した。一
方神経芽腫に見られるTERTプロモーター領域の再構成についてはもともとGCリッチな領域であることもあり、十
分に検出することが難しく今後の課題となった。

研究成果の概要（英文）：The characteristics of the genomic changes in childhood cancer are 
significantly distinct from those seen in adult cancer. We established a novel cancer panel named "
NCC oncopanel ver 1". This new panel was able to detect large deletions within the CTNNB1 gene, and 
also was capable to capture NTRK3 fusion genes, which are both unique features of childhood solid 
tumors. Rearrangement of the promoter region of the TERT gene was also a target of this new panel, 
although the results were unsatisfactory due to the GC-rich feature of this region.

研究分野：小児がん
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の開始後間もなく２種類のがんパネル診断検査が保険収載されるなど臨床実装が急速に進んだ。本研究を
発端にオールジャパン体制で小児におけるがんパネル検査のあり方についての議論が展開された。その結果、小
児がんにおいては治療標的の探索だけでなく、診断や治療層別化にも有用ながんパネルの開発が望まれるという
コンセンサスが得られた。本パネルの性能検証により、必要な改良が明瞭となり、それを踏まえた次世代パネル
の開発研究が加速度的に進められている。小児悪性固形腫瘍を対象とするゲノム医療の基盤構築という本研究課
題の目標は十分に達成できたと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

小児悪性固形腫瘍の予後は、造血幹細胞移植併用大量化学療法を含む集学的治療の進歩により

大幅に向上し、その平均生存率は 80％に近づきつつある。しかし、長期生存例のなかには強力な治療

の影響で晩期合併症が深刻となっているケースもあり、晩期合併症のできるだけ少ない、より有効な治

療法の開発が喫緊の課題である。このためには詳細な生物学的特性・悪性度の解析に基づく治療の層

別化によるリスク別治療戦略の策定と、個々の腫瘍の多様性に合わせたより効果的かつ副作用の少な

い治療法の導入が求められる時代になっている。 

研究開始時点までに我々は代表的な小児悪性固形腫瘍である神経芽腫を対象として、アレイ CGH を

含む網羅的なゲノム解析により、高度な治療層別化の基となるリスク因子の同定に取り組んできており、

神経芽腫 236 例のゲノムコピー数解析から、ゲノム分類による予後分類を提唱してきた。一方、次世代

シークエンサーの登場により網羅的ゲノム解析技術は革新的に発達し、研究分担者のグループを中心

として成人がんを対象とした臨床研究として、個々の症例の正常組織および腫瘍組織の高精度臨床ゲ

ノム検査（クリニカルシークエンシング）に基づく「個別化医療」の実践を開始した（国立がん研究センタ

ー「TOP-GEAR プロジェクト」）。小児がん領域においても、クリニカルシークエンシングを含む網羅的ゲ

ノム解析と臨床情報を統合し、予後因子や治療標的分子の探索を行うことにより、診療への還元、個別

化医療の推進、さらには新規分子標的治療薬の創薬に繋がるものと考えられたが、小児悪性固形腫瘍

の発生頻度は全て合わせても年間約 1000 例程度と極めて稀少であり、さらに疾患が多岐にわたるため、

施設単位で症例を集積して大規模なゲノム解析を行うことは困難であると考えられた。 

我々は 2011 年より、我が国の小児がん研究グループを総合して結成された日本小児がん研究グルー

プ（JCCG）において、全種類の小児固形腫瘍を対象として症例登録を行い、病理や分子生物学的中

央診断を実施したうえでフォローアップデータを含む臨床情報を継続的に収集する小児固形腫瘍観察

研究を実施しており、この研究に登録された検体を本研究の対象として小児悪性固形腫瘍の個別化医

療の基盤となる知見を構築できると考えた。 

 

２．研究の目的 

研究を開始した当初は本研究において小児悪性固形腫瘍の予後因子や分子標的となる遺伝子を

NCC Oncopanel を用いたターゲットシークエンス法で同定し、その結果を元に以下の項目を研究の最

終的な目標にさだめた。 

1. 従来網羅的ゲノム解析によるリスク分類に取り組んできた神経芽腫をモデルとして、新規分子病理

学的リスク分類の開発を行う 

2. 小児悪性固形腫瘍特有の多数の遺伝子異常を効率的に検索するクリニカルシークエンシングシ

ステムを確立しゲノム医療開発の技術的基盤構築を行う 

3. 最終目標としてゲノム診療に基づく個別化医療の実践や各種悪性固形腫瘍に対する新規分子標

的療法の創薬をめざす。 

しかし、以下の「研究成果」で詳述するように、初年度に「小児がんにおけるがんゲノム医療のありかた」

について研究組織内外において濃厚な議論が重ねられた結果、小児がんと成人がんでは検出される

遺伝子異常に相違が少なくなく、既存の成人がんパネルを用いた小児悪性固形腫瘍の遺伝子異常の

解析は効率的とはいえないという結論に至り、将来の小児固形腫瘍ゲノム診療の基盤構築を目的とし、

実用可能な小児固形腫瘍パネル（Ped-Oncopanel）を作製し、その有用性を検証することを新たな目標



に加え、これを本研究の主軸として以下の研究を遂行した。 

 

３．研究の方法 

１）小児固形腫瘍用の新規オンコパネル開発 

成人固形腫瘍の治療選択を目的として研究分担者らを中心に開発して来た NCC Oncopanel v4 検査

を基盤として、JCCG 固形腫瘍分科会の各疾患委員会と協力して、追加すべき遺伝子をリストアップし、

新規オンコパネル（NCC Oncopanel Ped v1）を作製し、既存検体を用いて新規パネルの診断能力につ

いて性能検証をおこなった。 

２）神経芽腫のあらたな分子標的および分子病理学的予後因子の検討 

JCCG 神経芽腫委員会が遂行する高リスク神経芽腫を対象とする後期第二相臨床試験 JN-H-11 に登

録された症例のうち、50 症例を対象に NCC Oncopanel Ped v1 を用いた遺伝子異常の解析をおこなっ

た。 

 

４．研究成果 

１）小児固形腫瘍用の新規オンコパネル開発 

小児がんにおけるがんゲノム医療のありかたとそれに基づく小児がん対応パネルについての検討 

初年度に開催された班会議において小児がんの特性をふまえたゲノム医療のありかたについて議論を

重ね、以下の点について合意が得られた。 

 小児がんでは成人がんでは稀な、小児がんに特有の変異遺伝子を有するものがあり、成人がん

パネルをそのまま流用することで恩恵に授かる患者は多くない。小児悪性固形腫瘍に対応可能な

パネルの開発こそが喫緊の課題である。 

 本研究では基本軸として標準治療を完了した患者を対象とした治療選択を目的とするパネルを

作成するが、発がん・診断・リスク分類に重要と思われる遺伝子も含め、小児固形腫瘍における有

用なパネル作製の基盤を構築することを目的とする。 

 血液腫瘍は別にパネルの開発が行われる予定であるため、本パネルは脳腫瘍を含む固形腫瘍

を対象とするパネルとする。 

 作製したパネルについて既存の検体を用いた後方視的解析を行い性能検証とする。一部は

JCCG 神経芽腫委員会の臨床研究登録症例の凍結腫瘍組織、一部は試料の提供が可能な研究

協力施設より得られた FFPE 検体を解析する。前者については検出能力の検証のために TERT 

上流域の再構成が明らかなもの、後者については年長児、難治性腫瘍などを優先的に解析する。 

 胚細胞変異を含んだ解析を行う。ただし、この解析は後方視的研究として行われるものであり、解

析結果が主治医や患者・家族に返されることはない。将来的に臨床応用される段階で、遺伝性腫

瘍の取り扱いに関するコンセンサスに従って、胚細胞変異を持つ遺伝子を含めるか落とすかをそ

の都度検討する。 

 JCCG 固形腫瘍分科会の各疾患委員会の意見を包含しつつパネルのデザインを確定する。 

 

この合意を基本コンセプトとし、NCC Oncopanel v4 を基盤に、小児がんにおいて治療標的／予後因子

となる遺伝子、生殖細胞系列変異が知られる遺伝子等を追加し、小児がん用の遺伝子パネル検査とし

て作製した。小児悪性固形腫瘍において変異・増幅が見られ、予後因子、治療標的となる可能性のあ

る 40 遺伝子を追加、さらに胚細胞変異が知られ、治療／管理方針に影響を与える可能性の高い 57 遺

伝子を追加した。さらに遺伝子融合について、小児に報告のない 7 遺伝子を NCC Oncopanel v4 から

削除し、小児に報告のある 2 遺伝子を追加した。また、構造異常として神経芽腫等にみられる TERT 上



流域の再構成、肝腫瘍にみられる CTNNB1 のイントロン領域にわたる欠失を検出できるようにパネルを

設計した。このパネルは NCC Oncopanel Ped v1 と命名した。 

ついで既存の検体を用いた性能検証をおこなった。特にゲノム再構成や数十〜数百塩基の欠失の検

出はNGS解析が比較的苦手とするところであるため、追加した機能の中で、神経芽腫に見られるTERT

遺伝子プロモーター領域再構成、肝芽腫に見られる CTNNB1 遺伝子エクソン 3〜4 領域の欠失、治療

標的として注目されている NTRK3 融合遺伝子の検出を中心に検討した。 

TERT プロモーター再構成の検出：この検出を目的に TERT 上流域 50kb をターゲット領域に追加した

が、非常に GC rich な領域であるため、設計できない、またはリードが得られない領域が多く残存し、

TERT 上流域の構造異常を検出する能力は限定的であることが判明した。CTNNB1 欠失：CTNNB1 の

イントロン領域のリードを追加することによりエクソン 3 およびエクソン 3〜4 の欠失をより確実に検出でき

るように改変を加えた。この結果 Ped v1 ではイントロン 2 周辺の読み取り深度が上昇した。NTRK3 融合

遺伝子：先天性間葉芽腎腫や線維肉腫などでみられる NTRK3 融合遺伝子を新たに加え、その検出精

度を確認した。線維肉腫症例においてパートナーの異なる NTRK3 融合遺伝子の検出が再現性をもっ

て可能であることが検証された。 

 

 

２）神経芽腫のあらたな分子病理学的予後因子の検討 

 9 割にあたる 45 例に１つ以上の変異が検出された。 

 ゲノムコピー数異常の解析では、腫瘍-正常組織ペア検体においてゲノムの増幅・欠失はアレイ

CGH の結果と一致し、腫瘍のみの検体でも同様の結果であった。 

 MYCN 増幅については分子診断時の定量的 PCR の結果と一致した。 

 MYCN 非増幅症例において細胞周期関連遺伝子の増幅が複数症例に検出された。 

 エビデンスレベル C,D にあたる変異が少なくとも１割強にあたる６例に検出され、治療感受性マー

カーに関する情報も得られた。 

前述のように神経芽腫において高頻度にみられる TERT プロモーター領域のゲノム再編成の検出につ

いては限定的な検査となった。本小児がん遺伝子パネルを用いた小児がん関連遺伝子の異常と、別途

テロメア維持機構スクリーニング法を組み合わせることで、神経芽腫のリスク分類に有用な情報が得られ

ることが示された。 

 

【総括】 

本研究を契機に小児悪性固形腫瘍に最適ながん遺伝子パネル検査についてのオールジャパンでの

議論が展開され、小児がんの診断、治療層別化、治療標的探索に有用なパネルの開発研究が加速度

的に進んだ。小児悪性固形腫瘍を対象とするゲノム医療の基盤構築という本研究課題の目標は十分に

達成できたと考えられる。 
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Akihiko
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2020年

2020年

〔学会発表〕　計52件（うち招待講演　4件／うち国際学会　17件）

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

SIOP2019（国際学会）

第78回日本癌学会学術総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Ohira, Hiroyuki Shichino, Takashi Kubo, Masayuki Haruta, Tetsuya Takimoto, Atsuko Nakazawa, Hiroki Nagase, Tatsuro Tajiri,
Akira Nakagawara, Hitoshi Ichikawa, Tomoro Hishiki, Takehiko Kamijo

 １．発表者名

 １．発表者名

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

THE EVALUATION OF THE NEW GUIDELINE FOR ASSESSING IMAGE-DEFINED RISK FACTORS IN THE LOW-RISK PROTOCOL (JN-L-10) FROM THE
JAPAN CHILDREN’S CANCER GROUP NEUROBLASTOMA COMMITTEE

Genomic characterization of high-risk neuroblastoma by cancer panels.

 ４．発表年

 ４．発表年

Yoneda A , Iehara T, Yokota I, Takahashi H , Teramukai S, Kamijo T, Nakazawa A Takimoto T, Kikuta A, Ikeda H, Nakagawara A ,
Tajiri T

10.1002/pbc.28794

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A nomogram of clinical and biologic factors to predict survival in children newly diagnosed
with high‐risk neuroblastoma: An International Neuroblastoma Risk Group project

Pediatric Blood & Cancer e28794

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
Moreno Lucas、Guo Dongjing、Irwin Meredith S.、Berthold Frank、Hogarty Michael、Kamijo
Takehiko、Morgenstern Daniel、Pasqualini Claudia、Ash Shifra、Potschger Ulrike、Ladenstein
Ruth、Valteau‐Couanet Dominique、Cohn Susan L.、Pearson Andrew D.J.、London Wendy B.

68

10.1155/2020/2752417

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
CEP131 Abrogates CHK1 Inhibitor-Induced Replication Defects and Is Associated with Unfavorable
Outcome in Neuroblastoma

Journal of Oncology 1～10

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Ando Kiyohiro、C?zares-Ordo?ez Verna、Makishima Makoto、Yokoyama Atsushi、Suenaga Yusuke、
Nagase Hiroki、Kobayashi Shinichi、Kamijo Takehiko、Koshinaga Tsugumichi、Wada Satoshi

2020
 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第78回日本癌学会学術総会

第78回日本癌学会学術総会

第78回日本癌学会学術総会

第61回日本小児血液・がん学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Yuri Yamaguchi, Miki Ohira, Takehiko Kamijo, Shin-ichi Hayashi

Kaneko Y, Haruta M, Kamijo T, et al.

Mukae, H Takenobu, R Sugino, M Ohira, S Satoh, Y Endo, R Okada, Mi Haruta, J Toguchida, K Osafune, T Nakahata, Takehiko
Kamijo

Miki Ohira, Hiroyuki Shichino, Takashi Kubo, Masayuki Haruta, Tetsuya Takimoto, Atsuko Nakazawa, Fumito Yamazaki, Hiroki
Nagase, Tatsuro Tajiri, Akira Nakagawara , Hitoshi Ichikawa, Tomoro Hishiki, Takehiko Kamijo, Japan

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Development of neuroblastoma model from iPSC-based neural crest cell.

Toward genome medicine for pediatric cancer: Genomic characterization of high-risk neuroblastoma by cancer gene panel tests.

Multiple mechanisms of aromatase inhibitor resistance in resistant model breast cancer cell lines established in vivo.

Patterns of the first- and second-hit WT1 mutations may affect the risk of developing Wilms tumor in syndromic patients

 ４．発表年



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第61回日本小児血液・がん学会

第57回日本小児血液・がん学会（招待講演）

第25回日本家族性腫瘍学会学術集会

 ３．学会等名
第78回日本癌学会学術総会

Hisanori Takenobu, Miki Ohira, Ryuichi Sugino, Koji Chikaraishi, Ryu Okada, Kyosuke Mukae, Tomoko Wada,Yuki Endo, Nobuhiro
Akita, Masayuki Haruta, Takehiko Kamijo

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

上條岳彦

山崎文登、浅野尚文、吉田朗彦、岩田慎太郎、関水壮哉、三谷幸代、久保崇、後藤政広、菊田一貴、白石航也、吉田輝彦、河野隆志、嶋田
博之、川井章、市川仁

 ３．学会等名

 ３．学会等名

CDX1 regulates stemness and proliferation of neuroblastoma by MYC pathway modulation.

Oncomine Childhood Cancer Research Assay (OCCRA, ThermoFisher) による小児がんゲノムパネル解析

ゲノム解析による思春期・若年成人（adolescents and young adults: AYA）世代肉腫の病因の検討

小児がんのゲノム医療の展望

 １．発表者名
市川仁

 ３．学会等名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第61回日本小児血液・がん学会学術集会

第61回日本小児血液・がん学会学術集会．

71st Annual Congress of the Korean Surgical Society（国際学会）

Fumito Yamazaki, Naofumi Asano, Akihiko Yoshida, Shintaro Iwata, Masaya Sekimizu, Sachiyo Mitani, Takashi Kubo, Masahiro
Gotoh, Kazutaka Kikuta, Kouya Shiraishi, Teruhiko Yoshida, Takashi Kohno, Hiroyuki Shimada, Akira Kawai, Hitoshi Ichikawa

2.菱木 知郎, 渡邉 健一郎, 井田 孔明, 森 麻希子, 宮嵜 治, 矢野 道広, 本多 昌平, 田中 祐吉, 瀧本 哲也, 吉村 健一, 横井 暁子,
藤村 純也, 家原 知子, 野上 由貴, 永瀬 浩喜, 北河 徳彦, 鈴木 達也, 松村 梨紗, 山田 洋平, 金田 英秀, 関口 昌央, 花木 良, 高間
勇一, 檜山 英三

Tomoro Hishiki, Yohei Yamada, Naonori Kawakubo, Akihiro Yoneda, Tatsuro Tajiri.

Hishiki T, Fujino A, Watanabe T, Tahara K, Ohno M, Yamada Y, Tomonaga K, Kutsukake M, Fujita F, Matsumoto K, Kiyotani C,
Shioda Y, Kanamori K.

52nd Annual Scientific Meeting of the Pacific Association of Pediatric Surgeons

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Genomic analysis of germline and somatic mutations in adolescent and young adult (AYA) sarcoma

シンポジウム-小児がんの国際共同臨床試験の現状と課題- 小児肝腫瘍の国際共同臨床試験

Surgical Management of Neuroblastoma- Institutional Experience and the Nationwide Clinical Trials in Japan.

The “delayed local treatment” strategy is a feasible and effective option for multimodal treatment of high-risk
neuroblastoma.

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AACR2018（国際学会）

ANR2018, San Francisco（国際学会）

ANR2018, San Francisco（国際学会）

 ３．学会等名

Hisanori Takenobu, Miki Ohira, Ryuichi Sugino, Koji Chikaraishi, Kyosuke Mukae, Nobuhiro Akita, Masayuki Haruta, Akira
Nakagawara, Manabu Nakayama, Haruhiko Koseki, Takehiko Kamijo

Shunpei Satoh, Miki Ohira, Hisanori Takenobu, Akira Nakagawara, Takehiko Kamijo

Hishiki T, Fujino A, Watanabe T, Tahara K, Ohno M, Yamada Y, Tomonaga K, Kutsukake M, Fujita F, Matsumoto K, Kiyotani C,
Shioda Y, Kanamori K.

Miki Ohira, Ryuichi Sugino, Hisanori Takenobu, Zhenghao Li, Masayuki Haruta, Genta Nagae, Claire Renard-Guillet, Akira
Nakagawara, Hiroyuki Aburatani, Takehiko Kamijo

51th Congress of the International Society of Paediatric Oncology.（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

CDX1 regulates neuroblastoma stemness through MYC pathway modulation and reprogramming gene activation

Reevaluation of PDGFRα signal in neuroblastoma: high expression and a new nonsynonymous mutation

The “delayed local treatment” strategy is a feasible and effective option for multimodal treatment of high-risk
neuroblastoma.

Genome and epigenome profiling of high stage neuroblastoma

 １．発表者名

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第60回日本小児血液・がん学会学術集会（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

ANR2018, San Francisco（国際学会）

Miki Ohira, Takehiko Kamijo, Ryuichi P Sugino, Masayuki Haruta, Hisanori Takenobu Tetsuya Takimoto, Atsuko Nakazawa, Tomoro
Hishiki, Kimikazu Matsumoto, Hiroyuki Shichino, Toshikazu Ushijima, Tomoko Iehara, Yohko Nakamura, Hiroki Nagase, Junko
Takita, Akihiro Yoneda, Takashi Fukushima, Tatsuro Tajiri, Akira Nakagawara

市川　仁

市川　仁

山崎文登，中澤温子，中野嘉子，大平美紀，義岡孝子，加藤元博，小川千登世，市村幸一，上條岳彦，菱木知郎，市川　仁

第25回日本遺伝子診療学会大会（国際学会）

第60回日本小児血液・がん学会学術集会（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Genomic characterization of high-risk/ultra-high-risk neuroblastomas found in 610 patients registered in Japan Children’s
Study Group Neuroblastoma Committee (JCCG-JNBSG)

NCCオンコパネル検査の開発と医療実装

All Japan体制での小児がんパネル検査開発の試み

小児固形腫瘍NGSパネルによるCTNNB1部分欠失の検出．

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AACR2017（国際学会）

第76回日本癌学会学術総会

第76回日本癌学会学術総会

M Ohira, T Kamijo

Takenobu H,Kamijo T

上條岳彦

Katsuhiro Ogawa, Tomoro Hishiki, Kotaro Tomonag, Mioko Nomura, Toshiko Takezoe, Michinobu Ohno, Kazunori Tahara, Toshihiko
Watanabe, Akihiro Fujino, Rie Irie, Takako Yoshioka, Yutaka Kanamori

50th annual meeting of the Pacific Association of Pediatric Surgeons（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Genomic and epigenomic profiling of high stage neuroblastoma

Sphere specific transcription factor CDX1 has dual functions for regulating stemness of neuroblastoma

Effects of development regulators on neuroblastoma biology

Is interoperative paracentesis justified for all epithelial ovarian tumors in children?

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

49th Congress of the International Society of Paediatric Oncology.（国際学会）

24th Asia Pacific Cancer Conference (APCC 2017), 2017.6.24. Seoul（招待講演）（国際学会）

第13回北関東小児がんセミナー（招待講演）

 ３．学会等名

Hishiki T.

市川仁

Hishiki T, Watanabe K, Ida K, Hoshino K, Iehara T, Aoki Y, Kazama T, Kihira K, Takama Y, Taguchi T, Fujimura J, Honda S,
Matsumoto K, Mori M, Yano M, Yokoi A, Tanaka Y, Fuji H, Miyazaki O, Yoshimura K, Takimoto T, Hiyama E.

Hishiki T, Kanamori Y, Fujino A, Watanabe T, Tahara K, Ohno M, Takezoe T, Kiyotani C, Shioda Y, Tomizawa D, Kato M,
Terashima K, Osumi T, Miyazaki O, Kitamura M, Matsumoto K.

50th annual meeting of the Pacific Association of Pediatric Surgeons（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Local control for intermediate to high risk neuroblastoma -surgical oncologist’s view.

がん個別化治療のためのNGS遺伝子パネル検査の開発

The role of pulmonary metastasectomy in children with hepatoblastoma.

Systemic response evaluated by Curie score is not correlated to the complexity and outcome of primary tumor resection in
high-risk neuroblastoma.

 １．発表者名

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第76回日本癌学会学術総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本人類遺伝学会主催第24回臨床細胞遺伝学セミナー（招待講演）

市川仁

三谷幸代、吉田朗彦、関水壮哉、山崎文登、久保崇、元井紀子、川井章、河野隆志、市川仁

三谷幸代、吉田朗彦、関水壮哉、山崎文登、久保崇、元井紀子、川井章、河野隆志、市川仁

関水壮哉、吉田朗彦、山崎文登、三谷幸代、久保崇、本田隆行、角南久仁子、河野隆志、川井章、市川仁

第76回日本癌学会学術総会

第76回日本癌学会学術総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

がん個別化治療のためのNGS（次世代シークエンサー）パネル検査の開発

FFPE腫瘍検体のRNAシークエンシングと融合遺伝子検出

nCounterアッセイによる肉腫FFPE標本からの融合遺伝子検出

nCounterアッセイによる肉腫FFPE標本からの融合遺伝子検出

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2020APSN, Online meeting（国際学会）

2020APSN, Online meeting（国際学会）

2020 エピジェネティック研究会

Shunpei Satoh, Mariko Hasegawa, Miki Ohira, Takehiko Kamijo

Miki Ohira, Hiroyuki Shichino, Takashi Kubo, Masayuki Haruta, Tetsuya Takimoto, Atsuko Nakazawa, Fumito Yamazaki, Hiroki
Nagase, Tatsuro Tajiri, Akira Nakagawara, Hitoshi Ichikawa, Tomoro Hishiki, Takehiko Kamijo

Hisanori Takenobu, Zhenghao Li, Ryuichi P. Sugino, Kyosuke Mukae, Miki Ohira, Masayuki Haruta, Yuki Endo, Ryu Okada,
Dilibaerguli Shaliman, Takehiko Kamijo

安藤清宏、大平美紀、末永祐介、上條岳彦、永瀬浩喜、小林真一、和田聡

第29回日本癌病態治療研究会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Polycomb repressive complex 1 controls a tumor suppressor gene BTG2 in neuroblastoma

Genomic characterization of high-risk neuroblastoma by cancer gene panel test

神経芽腫における分化関連遺伝子のエピジェネティックな発現抑制メカニズムの解明

FGFR2はMEK/ERK signalingを介してCHK1阻害剤感受性を低下せしめる

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第 62 回日本小児血液・がん学会学術集会

第 62 回日本小児血液・がん学会学術集会

第 62 回日本小児血液・がん学会学術集会

 ３．学会等名

Motoki Sugawara, Masayuki Haruta, Atsuko Nakazawa, Hajime Okita, Tetsuya Takimoto, Tatsuro Tajiri, Shuichiro Uehara,
Tsugumichi Koshinaga, Miki Ohira, Takehiko Kamijo

Miki Ohira, Hiroyuki Shichino, Takashi Kubo, Masayuki Haruta, Tetsuya Takimoto, Atsuko Nakazawa, Fumito Yamazaki, Hiroki
Nagase, Tatsuro Tajiri, Akira Nakagawara, Hitoshi Ichikawa, Tomoro Hishiki, Takehiko Kamijo

遠藤悠紀、竹信尚典、仁尾正記、上條岳彦

Kyosuke Mukae, Hisanori Takenobu, Hiroaki Kanda, Miki Ohira, Yuki Endo, Masayuki Haruta, Junya Toguchida, Kenji Osafune,
Tatsutoshi Nakahata, Takehiko Kamijo

日本小児外科学会学術集会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Q-PCR C-circle assay may be useful to identify NB patients with poorer prognosis in each High and Low/Intermediate risk.

Genomic characterization of high-risk neuroblastoma by cancer gene panel tests

神経芽腫におけるＥＺＨ２特異的阻害剤の感受性を制御する分子の探索

Development of artificial tumorigenesis model from iPSC-based neural crest cells

 １．発表者名

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第79回日本癌学会学術総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第 62 回日本小児血液・がん学会学術集会

Yoneda A , Iehara T, Yokota I , Takahashi H , Teramukai S, Kamijo T, Nakazawa A, Takimoto T, Kikuta A , Ikeda H, Nakagawara
A, Tajiri T

Shunpei Satoh1, Mariko Hasegawa1, 2, Miki Ohira1, Hitoshi Ikeda2, Takehiko Kamijo

Fumito Yamazaki1,2, Takashi Kubo1,3, Kuniko Sunami3, Takafumi Koyama4, Ayumu Arakawa5, Sachiyo Mitani1, Miki Ohira6,
Motohiro Kato7, Atsuko Nakazawa8, Takashi Kohno9, Noboru Yamamoto4, Takehiko Kamijo6, Tomoro Hishiki10, Chitose Ogawa5,
Hitoshi Ichikawa

Miki Ohira (1), Hiroyuki Shichino (2), Takashi Kubo (3), Masayuki Haruta (1), Tetsuya Takimoto (4), Atsuko Nakazawa (5),
Fumito Yamazaki (3), Hiroki Nagase (6), Tatsuro Tajiri (7), Akira Nakagawara (8), Hitoshi Ichikawa (3), Tomoro Hishiki (4),
Takehiko Kamijo

第 62 回日本小児血液・がん学会学術集会

第79回日本癌学会学術総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Evaluation of the treatment results according to the status between renal vessels and tumor in the low-risk patients with
abdominal neuroblastoma; analysys of the patients who enrolled in the low-risk protocol (JN-L-10) from the japan children’s
cancer group neuroblastoma committee

A polycomb group protein RING1A preferentially mediates H2AK119 ubiquitination with supporting neuroblastoma cell
proliferation.

NCC Oncopanel Ped: A novel cancer gene panel test for pediatric solid tumors

Genomic characterization of high-risk neuroblastoma by NCC Oncopanel Ped cancer panel

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第78回日本癌学会学術総会

第79回日本癌学会学術総会

第62回日本小児血液・がん学会学術集会

市川仁

Fumito Yamazaki, Takashi Kubo, Kuniko Sunami, Takafumi Koyama, Ayumu Arakawa, Sachiyo Mitani, Miki Ohira, Motohiro Kato,
Atsuko Nakazawa, Takashi Kohno, Noboru Yamamoto, Takehiko Kamijo, Tomoro Hishiki, Chitose Ogawa, Hitoshi Ichikawa
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